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北本市行政・文化拠点特別用途地区建築条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下

「法」という。）第４９条及び第５０条の規定に基づき、行政施設、

文化施設その他の公益施設が集積している地域の特性を活用した土地

利用の増進を図るとともに、隣接する地域の生活環境を保護するため、

特別用途地区内における建築物の建築の制限等について必要な事項を

定めることを目的とする。 

（用語の定義）  

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

 ⑴ 行政施設 市の事務又は事業を行う庁舎（支所を除く。）の用に

供する建築物をいう。  

 ⑵ 文化施設 芸術文化活動の用に供する劇場、社会教育活動の用に

供する集会場その他これらに類する施設であると市長が認めた建築

物及び建築物の部分をいう。 

（適用区域） 



第３条 この条例の規定は、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）

第２０条第１項の規定により告示された北本市行政・文化拠点特別用

途地区の区域に適用する。 

（建築物の制限の緩和） 

第４条 前条の区域内においては、法第４８条第４項の規定にかかわら

ず、行政施設又は文化施設を建築することができる。 

（建築物の敷地の制限） 

第５条 行政施設又は文化施設の敷地は、次の各号に定める要件を満た

すものでなければならない。ただし、渡り廊下その他の通行又は運搬

の用途に供する建築物の敷地については、この限りでない。 

⑴ 幅９メートル以上の道路（地区計画の地区計画整備図に表示する

区画道路を含み、隅切り部分を除く。）に２メートル以上接するこ

と。 

⑵ 敷地面積は５，０００平方メートル以上とすること。 

（建築物の高さの最高限度） 

第６条 行政施設又は文化施設の高さは、２０メートル以下でなければ

ならない。 

（壁面の位置の制限） 

第７条 地階を除く階数が３以上又は延べ面積が１，５００平方メート

ルを超える行政施設又は文化施設の外壁又はこれに代わる柱の面から

隣地境界線又は道路の境界線までの距離は、隣地境界線にあっては５

メートル以上とし、道路の境界線にあっては３メートル以上としなけ

ればならない。ただし、渡り廊下その他の通行若しくは運搬の用途に

供する建築物の部分の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線又

は道路の境界線までの距離については、この限りでない。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

（罰則） 

第９条 次の各号のいずれかに該当する者は、５０万円以下の罰金に処

する。 

⑴ 第５条から第７条までの規定に違反した場合における当該建築物



の設計者（設計図書を用いないで工事を施工し、又は設計図書に従

わないで工事を施工した場合においては、当該建築物の工事施工

者） 

 ⑵ 法第８７条第２項において準用する第５条から第７条までの規定

に違反した場合における当該建築物の所有者、管理者又は占有者 

２ 前項第１号の違反があった場合において、その違反が建築主の故意

によるものであるときは、当該設計者又は工事施工者を罰するほか、

当該建築主に対して同項の罰金刑を科する。 

３ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者

がその法人又は人の業務に関して、前２項の違反行為をしたときは、

その行為者を罰するほか、その法人又は人に対して第１項の罰金刑を

科する。 

 

附 則 

 この条例は、平成２４年 1 月 1 日から施行する。 


